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◇
　
札
幌
遠
友
塾
自
主
夜
間
中
学
の
三
〇
年

　

札
幌
遠
友
塾
自
主
夜
間
中
学
は
一
九
九
〇
年
に
開
校
さ

れ
、
二
〇
二
〇
年
に
は
開
校
三
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、「
学
ぶ
こ
と
が
生
き
る
こ
と
の
証
と
喜
び
に

な
る
」
を
掲
げ
て
、毎
週
水
曜
日
の
夜
、向
陵
中
学
校
（
札

幌
市
中
央
区
）
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
一
〇
代
か
ら
九
〇
代

ま
で
の
八
〇
名
近
い
受
講
生
が
、
四
教
科
を
一
日
二
教

科
、
八
十
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
学
び
合
っ
て
き
ま

し
た
。
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
に
義
務
教
育
か
ら
疎
外
さ
れ

た
人
、
学
び
直
し
を
求
め
る
人
、
一
〇
代
の
受
講
生
、
日

本
で
生
き
る
外
国
か
ら
渡
日
し
た
人
と
の
学
び
と
交
わ
り

合
い
は
、
お
互
い
の
良
い
刺
激
と
も
な
り
、
学
び
へ
の
意

欲
・
生
活
上
の
意
欲
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。「
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
」、「
学
び
は
楽
し
い
」、「
買
い
物
で
消
費
税

の
計
算
が
で
き
る
」、「
街
中
の
看
板
が
読
め
た
」、「
名
前

を
漢
字
で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
受
講
生
の
声

は
生
活
者
と
し
て
の
喜
び
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
不
便
を

解
消
す
る
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
学
び
の
保
障
は
こ
の

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
必
然
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
も
受
講
生
が
抱
え
て
き
た
苦
難
の
背
景
と
課
題
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

設
立
以
来
の
学
び
の
場
で
あ
っ
た
札
幌
市
民
会
館
が
耐

震
構
造
の
問
題
か
ら
閉
鎖
と
な
り
、
二
〇
〇
七
年
、
札
幌

市
教
育
文
化
会
館
に
移
り
ま
し
た
が
、受
講
生
か
ら
の「
学

校
の
校
舎
で
勉
強
し
た
い
」
と
願
う
要
望
に
ス
タ
ッ
フ
は

応
え
る
べ
く
動
き
出
し
ま
し
た
。
現
在
の
向
陵
中
学
校
に

決
ま
る
ま
で
に
は
、
受
講
生
・
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ

た
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
が
あ
り
、
当
時
の
上
田
市
長
は

も
と
よ
り
市
議
会
、教
育
委
員
会
と
は
何
度
も
話
し
合
い
、

諸
団
体
等
に
も
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。実
現
に
は
、

特
に
札
幌
市
教
職
員
組
合
の
尽
力
と
、
向
陵
中
学
校
の
温

か
い
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
◇
　
な
ぜ
夜
間
中
学
が
必
要
な
の
か

　

義
務
教
育
を
終
え
て
い
な
い
受
講
生
に
と
っ
て
、「
公
立

の
中
学
校
で
学
び
た
い
」
と
い
う
願
望
は
当
然
で
す
。
向

陵
中
学
校
の
教
室
で
机
を
な
で
な
が
ら
「
卒
業
証
書
」
が

欲
し
い
と
訴
え
て
い
た
受
講
生
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

広
い
北
海
道
に
は
、
諸
事
情
で
学
び
か
ら
取
り
残
さ
れ

い
ま
教
育
の
現
場
か
ら（
40
）

て
き
た
人
々
が
大
勢
い
ま
す
。
本
来
は
夜
間
中
学
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
中
学
で
す
が
、
政
治
と
社
会
の
ゆ
が
み
、

戦
中
戦
後
の
混
乱
、
貧
困
、
差
別
、
い
じ
め
な
ど
に
よ
り
、

学
ぶ
権
利
を
奪
わ
れ
、
社
会
生
活
全
般
で
不
利
益
を
こ
う

む
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
は
事
実
で
す
。
国
勢
調
査

の
設
問
は
「
小
中
卒
業
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年

の
国
勢
調
査
で
は
北
海
道
の
未
就
学
者
（
小
学
校
を
卒
業

し
て
い
な
い
人
）
は
七
三
七
四
人
で
す
が
、
中
学
校
卒
業

者
ま
で
含
め
る
と
、
正
確
な
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
不

明
で
、
約
七
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

数
字
に
は
「
形
式
卒
業
者
」
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実

質
的
に
基
礎
教
育
を
受
け
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
の

実
態
把
握
が
で
き
る
よ
う
、「
小
学
校
卒
」
と
「
中
学
校
卒
」

と
を
分
け
た
調
査
項
目
に
す
る
べ
き
で
す
。

　

憲
法
第
二
六
条
に
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く

教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
あ
り
、
教
育
権
は
す

べ
て
の
人
に
平
等
に
備
え
ら
れ
て
あ
る
は
ず
で
す
。

　
◇
　
道
内
の
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
に
向
け
た
取

　
　
り
組
み

　

北
海
道
で
「
公
立
夜
間
中
学
」
の
設
置
を
求
め
る
具
体

的
な
動
き
は
、
二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
「
北
海
道
に

夜
間
中
学
を
つ
く
る
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
会
が
北
海
道
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
校
の

役
割
を
担
う
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
を
求
め
る
要
望
書
を

札
幌
市
長
に
提
出
し
、
そ
の
後
、
札
幌
市
議
会
で
三
度
、

北
海
道
議
会
で
も
二
度
、
同
趣
旨
の
国
に
対
す
る
意
見
書

札
幌
市
に
お
け
る
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
を
求
め
て

　 
― 
す
べ
て
の
人
に「
生
活
に
必
要
な
基
礎
学
力
」を

　
　

白　

倉　

汎　

子
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が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
「
北
海
道
に
公
立
夜
間
中
学
の
す
み
や

か
な
設
置
を
求
め
る
意
見
書
」
が
一
六
七
通
も
寄
せ
ら
れ
、

札
幌
市
と
北
海
道
の
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
二
〇
一
六
年
に
「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け

る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、「
不
登
校
対
策
法
」

と
も
呼
ば
れ
る
内
容
で
す
。
三
年
後
の
見
直
し
に
当
た
る

現
在
、
見
直
し
を
求
め
る
多
く
の
要
望
が
全
国
各
地
か
ら

国
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
に
は
法
律
に
則
り
「
基
本
方
針
」
が
策
定

さ
れ
、
こ
の
中
で
、
全
て
の
都
道
府
県
に
少
な
く
と
も
一

つ
は
夜
間
中
学
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
設

置
に
向
け
た
準
備
支
援
の
た
め
の
「
協
議
会
」
の
設
置
を

促
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
道
教
委
が
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
七
日
、

札
幌
市
に
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
す
で

に
五
回
開
催
さ
れ
、
六
回
目
が
二
〇
二
〇
年
二
月
三
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
構
成
員
は
一
三
名
で
、道
教
委
、

札
幌
市
教
委
、
近
隣
市
教
委
の
担
当
者
を
は
じ
め
、
高
校

や
中
学
の
校
長
、
大
学
教
授
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、
札
幌
遠
友
塾

自
主
夜
間
中
学
の
代
表
で
構
成
さ
れ
、「
北
海
道
に
夜
間

中
学
を
つ
く
る
会
」
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、

司
会
・
進
行
は
道
が
務
め
て
い
ま
す
。

　
◇
　
札
幌
市
に
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
が
決
定

　

札
幌
市
教
育
委
員
会
は
二
〇
一
九
年
の
第
三
回
定
例
市

議
会
で
、
札
幌
に
お
け
る
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
に
つ
い

て
、「
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
四
月
開
校
」
を
目
指
す

旨
答
弁
し
、
第
五
回
協
議
会
で
も
報
告
さ
れ
、
札
幌
市
で

の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
教
委
は
二
〇
二
〇

年
度
に
規
模
や
場
所
、
教
育
課
程
の
概
要
を
含
む
「
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
と
し
て
お
り
、
設
置
に
向
け
た
準
備

予
算
が
三
〇
〇
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
五
回
を
終
え
ま
し
た
が
、具
体
的
な
諸
課
題
・

対
策
の
協
議
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
構
成
員
か
ら
は
、「
夜

間
中
学
の
必
要
性
の
有
無
を
確
か
め
る
」、「
対
象
を
絞
る
」

な
ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
公
立
の
夜
間
中
学
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
入
学
を
希
望
す
る
限
り
、
入
学
希
望
者

を
差
別
・
選
別
す
る
の
は
憲
法
に
反
し
、
学
ぶ
権
利
を
侵

し
ま
す
。「
無
条
件
で
迎
え
る
べ
き
」
と
す
る
札
幌
遠
友

塾
や
つ
く
る
会
か
ら
の
発
言
は
当
然
で
、
尊
重
す
べ
き
要

望
で
す
。
第
六
回
以
降
の
協
議
会
で
は
具
体
的
内
容
に
踏

み
込
み
、
真
摯
な
協
議
を
期
待
し
ま
す
。

　

道
議
会
で
も
二
〇
一
九
年
の
第
四
回
定
例
会
で
、
木
葉

敦
道
議
（
民
主
・
道
民
連
合
）
が
「
本
道
に
お
け
る
公
立

夜
間
中
学
の
あ
り
方
」、「
市
町
村
の
役
割
分
担
」、「
札
幌

以
外
の
地
域
に
設
立
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
教
育
長

か
ら
は
「
札
幌
市
の
円
滑
な
開
校
準
備
を
支
援
」、「
自
主

夜
間
中
学
が
開
校
し
て
い
る
地
域
の
教
育
委
員
会
と
必
要

性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
い
る
」、「
協
議
会
で
協
議
を

重
ね
る
」
な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
◇
　
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い
公
立
夜
間
中
学
の
実

　
　
現
へ

　

公
立
夜
間
中
学
の
設
置
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
と

し
て
、ま
ず
設
置
場
所
は
交
通
の
便
の
良
い
と
こ
ろ
と
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
椅
子
使
用
可
能
ト
イ
レ
、
手
す
り
や

ス
ロ
ー
プ
も
必
要
で
す
。
一
方
で
、
仕
事
を
終
え
て
通
う

人
へ
の
給
食
（
補
食
）
の
提
供
、
近
郊
か
ら
の
通
学
生
や

交
通
費
負
担
の
困
難
な
人
へ
の
支
援
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
実
情
や
意
向
に
合
わ
せ
た
最
善
の
支
援
も
必
要
で
す
。

在
学
年
限
の
柔
軟
な
設
定
、
外
国
か
ら
の
渡
日
者
に
対
す

る
日
本
語
指
導
員
や
通
訳
の
配
置
、
養
護
教
員
の
配
置
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
少
人
数
の
ク
ラ
ス
の
保
障
、

教
育
課
程
の
柔
軟
な
編
成
が
必
要
で
、自
主
教
材
の
作
成
・

使
用
を
認
め
、
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
べ
き
で
す
。

　

こ
の
広
い
北
海
道
に
公
立
の
夜
間
中
学
が
札
幌
に
一
校

で
は
、
学
び
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き
た
人
々
の
学
習
権
が
十

分
に
保
障
さ
れ
ず
、差
別
助
長
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

二
〇
二
二
年
に
札
幌
に
開
校
し
た
次
は
、
自
ら
声
を
あ
げ

ら
れ
な
い
多
く
の
地
域
の
人
々
の
た
め
に
、
各
地
域
の
教

育
委
員
会
が
「
公
立
夜
間
中
学
」
の
開
校
に
向
け
た
準
備

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
学
び
か
ら

疎
外
さ
れ
て
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
苦
悩
し
て
き
た

全
て
の
人
々
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
基
礎
的
学
び
で

得
る
喜
び
と
生
活
権
・
人
権
を
回
復
で
き
る
よ
う
な
教
育

政
策
を
切
望
し
ま
す
。

白
倉
汎
子
（
し
ら
く
ら
　
ひ
ろ
こ
）

　

札
幌
遠
友
塾
自
主
夜
間
中
学
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
当

時
、「
北
海
道
に
夜
間
中
学
を
つ
く
る
会
」
設
立
準
備
の
新

聞
記
事
を
見
て
、
つ
く
る
会
結
成
に
関
わ
り
、
夜
間
中
学
の

実
情
を
知
る
た
め
に
札
幌
遠
友
塾
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
。
学

年
の
会
計
を
担
当
。


